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丹波島橋は犀川を渡河し、長野市の北部地域と南部地域を結ぶ重要な橋梁で長野県による調査結果で
は県内の交通量の多い一般国道の１・２位を示し、現在も特に、朝夕の通勤通学時に慢性的な渋滞を引
き起こしている状況です。また、長野市玄関口の長野インターからの長野市中心部に向かう来長者等に
大きな影響を長年与え続けています。
「丹波島橋の渋滞解消に関する研究会」では、丹波島橋周辺の交通容量の拡大、自動車利用者の総
量抑制、及び交通分散による具体的な検討項目として、国道１１７号右折レーンの延伸・市道長野西
７４６号直進レーン増設、荒木交差点の信号サイクルタイムの調整改良の計画推進中です。しかし、県
下随一の渋滞道路でありますが未だ解消に至っていない現状です。
長野市は千曲川・犀川に囲まれている環境の中で将来を考えると、東西・南地域にとって、動脈であ

る犀川を渡る道路を整備することが、長年にわたる地域社会に与えてきた渋滞弊害に対する長野市の道
路行政が直面する喫緊の課題です。
「道路」と人間のかかわりは古く、また、密接です。道路は人間が社会をつくる以前から動物の習性
による「ケモノミチ」として存在した。したがって、地域住民自治において道・橋は、住民の幸せにつ
ながる「地域文化」であり、地域住民の強い悲願です。
道路は、人・モノ・サービスが行き交うことで活力を生み出す社会経済の変革も見据えながら、長野

市は県と道路管理行政を調整し抜本的渋滞解消にむけ、下記の要望を都市整備計画に組み入れ、将来世
代にわたる中長期を見据えた決断を要望しました。

記

１　丹波橋渋滞解消に関する研究会における具体策の推進・検証評価
２　五輪大橋通行無料化の実施
３　抜本的交通分散に繋がる新橋建設

丹波島橋渋滞対策の要望書提出
更北・篠ノ井・松代・若穂・川中島町　５地区住民自治協議会協働提出
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●講師プロフィール 又村 あおい 氏

神奈川県の平塚市役所障がい福祉課での経験や全国手をつなぐ育成
会連合会の常務理事兼事務局長、内閣府障がい者差別解消法アドバ
イザーとしての豊富な知識を生かして執筆、講演会などの活動を精
力的に行っている。

●主催者プロフィール NPO法人 Happy Spot Club 高山 さや佳 氏

仲間とともに経営する宅幼老所和らぎの家や不登校の子どもたちの居場
所かえるの家で介護福祉士として高齢者や障がい児者の気持ちに寄り添
いながら地域福祉をさまざまなボランティア活動を通して生み出してい
る。更北地区住民として地元の福祉にも広く貢献中。

更北地区の福祉どうしよう？
NPO法人 Happy Spot Club 主催講演会 協力：更北地区住民自治協議会

更北地区の目指す地域福祉とは
～地域共生社会ってなに？～

＜ポイント＞
○ 子どもたちが大人になる頃には、

人口が減って国民の4割が「障が
い者」または、「高齢者」になる
ため地域共生社会が必要。

○「障がい者」「高齢者」の枠だけ
では対応が難しいひきこもりな
ど地域の問題が、増えているこ
とから『縦割り』や「支え手」
「受け手」という関係を超えて
地域をともに創ることが大事。

○ 地域共生社会が機能するために
は、相談の総合化（ワンストッ
プ化）と地域の課題解決力（支
え合い力）の向上がカギとなる。
そのためにもつながりや居場所
が必要。

ご講演をお聴きして、地域の福祉を考える上で
みんなの「協働」が何より大切であることを
学びました。
みなさんはどのように思いますか？

日頃は支援を受ける人でも場面に応じて
地域に不可欠な存在となる。

今の時代に合った「新しい地域のつながり」「新し
い相互援助力（役割の入れ替わり）」を創造するこ
とが必要になるため、住民一人ひとりが『我が事』
として関わり合い、さまざまな立場の人が手を取り
合いながら『丸ごと』の支援の下に実働できる地域。

支え手だけど
障がいのある方
に助けてもらう
こともあります。

体は動かない
けど教えるこ
とはできるわ。

私なら地域
のために
何ができる
だろう？
誰と一緒に
考えよう？

地域共生社会とは？

できることを
できる時に
できるだけ
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神奈川県平塚市の“町内福祉村”ってどんなとこ？

☆ 小学校エリアにいつでも誰でも行ける居場所となる拠点を設置
☆ 住民から選定したコーディネーターを複数人配置してチームで運営
☆ 身近な生活支援活動（ヘルパー）と交流活動（サロン）
☆ 地域住民からの要望があるところに行政が運営費などを支援
☆ 地域住民、行政、関係団体、企業が協働し、地域課題を解決

参考にしたい
好事例！

更北地区にも同じように地区公民館で
サロン活動などを行う“支え合い活
動”というものがありますが、交流だ
けで終わらない“福祉村”の仕組みや
活動内容はとても素晴らしいですね。
各所に配置されたコーディネーターの
企画力や手腕がかなり問われそうです
が、やはり複数名でチームを構成して
いることが継続のカギとなっているの
でしょうか？

記事：健康福祉部会 山本里江

拠点があると今ある地域の課題がかな
り解決する部分もあるかと思うので可
能な限り検討できたらと思うのですが、
具体的にどのような場所に設置されて
いますか？
また、補助金では3年間など期間の制
限や自己負担部分があるのですが、行
政に支援してもらう費用は、永続的で
かつ光熱費などのランニングコストま
で含まれているのでしょうか？

最後にお二人から一言ずつお願いします。

又村あおいさん、Happy Spot Clubのみなさん
ありがとうございました！

どんなに、科学が進歩したとしても、
人を支え、人を救えるのは、人しか
いません。互いに思い合いながら築
き上げる地域を、子どもたちに残し
ていきたいと考えています。

町内福祉村のコーディネーターは、別名「コー
ディネートチーム」と呼ばれています。
これは、個別にちょっとした相談をお聞きする、
福祉村を運営する、ボランティア活動を調整す
るといった役割を１人で対応するのではなく、
複数名（チーム）で対応するというコンセプト
です。そのため、多くの福祉村では福祉村の会
長をはじめとする運営幹部もコーディネート
チームに名を連ねています。これにより、過重
負担が回避され、活動が長続きする効果もあり
ます。

町内福祉村の取組みは、当時の市長さんが肝入
りでスタートした事業でもあり、活動場所と
コーディネーター、そしてボランティアが三位
一体となって活動することが重要ポイントと
なっています。そのため、拠点については、公
民館や福祉会館、統合して機能転換した旧幼稚
園などの公共施設だけでなく、民間借家を全額
補助で借上げもしています。また、補助金につ
いても時限はなく、水道光熱費なども含めた活
動経費全体が補助対象となっています。

真の意味での「住民自治」を感じ
させる更北地区の取組み、これか
らも期待しております。平塚市の
「町内福祉村」も、機会があれば
見学してくださいね。
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スポーツを活用した地域活性化

フードドライブとぬり絵の展示を開催

更北支所と更北地区住民自治協議会では真島地区のホワイトリ
ングをホームとしてＢ１リーグで活躍している、プロスポーツチー
ム信州ブレイブウォリアーズ（信州ＢＷ）を応援して地域の活性化
に取り組んでいます。
本年度は真島小学校の４年生から６年生を対象にバスケット

ボール講習を行っています。プロチーム専属のコーチによる講習
を８回予定しています。また、真島地区の大人たちと子供たちが
一緒に揃いの応援ユニフォームを着て、真島地区応援団として、
信州ブレイブウォリアーズ公式戦の観戦を予定しています。
また、９月２９日、３０日には下氷鉋小学校の５年生を対象にプロチーム専属のコーチによる講習を２回

行いました。楽しみながらバスケットボールをする子供たちの声が体育館に響いていました。

コーチの指導をしっかりと聞いて

信州BW公認の応援フラッグ

総合的高齢者介護のパイオニア

医療法人
長野市小島田町380 番地　http://cosmosnet.or.jp/

住み慣れた更北地区で、
心豊かな生活が送れる様、
ご支援いたします。

介護のお悩みは、お気軽にお電話ください。

T EL 026-285-2654

「ボランティアの集い」が新型コロナ感染者の増加により、開催が延期となりました。しかしこの様な状況下で
も、活動を継続したいとの思いから 9月 11日（日）に、フードドライブとぬり絵の展示を行いました。
みなさまのご協力により、たくさんの食品を集める事ができました。また当日は、長野南高等学校の生徒会の
みなさんが中心となり、ボランティアとして参加してくれたおかげで、来場の親子も楽しめたようです。今後も
地区内の児童、生徒のみなさんと協力してボランティアの輪を広げて行き
たいと思います。
ぬり絵は、更北地区の保育園や幼稚園に通うみなさんに作製をお願いし
ました。どの作品も素晴らしく、元気あふれるカラフルなぬり絵が展示さ
れ、会場を彩りました。
あらためまして、ご協力いただきましたみなさまに感謝申し上げます。あ
りがとうございました。


